
提
　
言

　

経
団
連
で
は
２
０
２
０
年
７
月
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

時
代
に
短
期
的
に
求
め
ら
れ
る
初
等
中
等
教
育
改
革

の
取
り
組
み
を
中
心
に
「
第
一
次
提
言
」
を
公
表
し

た
。
一
方
、
政
府
の
中
央
教
育
審
議
会
は
、
新
し
い

時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
を

２
０
２
０
年
度
中
に
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
り
、

「
第
一
次
提
言
」
で
取
り
上
げ
て
い
な
い
課
題
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
同
年
11
月
、
そ
う
し
た

課
題
も
含
め
、Society 5.0

で
求
め
ら
れ
る
能
力
の

育
成
、
学
び
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン
と
い
っ
た
３
つ
の
視
点
か
ら
、Society 5.0

に

向
け
て
求
め
ら
れ
る
初
等
中
等
教
育
に
関
す
る
考
え

方
を
「
第
二
次
提
言
」
と
し
て
公
表
し
た
。
本
稿
で

は
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

高
等
学
校
教
育
改
革

　

現
状
、
高
校
生
の
学
習
意
欲
・
態
度
の
二
極
化
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
高
校
は
生
徒
の
多
様
性
に

配
慮
し
た
特
色
・
魅
力
あ
る
教
育
を
実
現
し
つ
つ
、

「
高
校
生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
テ
ス
ト
」
を

活
用
し
て
基
礎
学
力
の
定
着
を
保
証
す
る
こ
と
で
、

生
徒
の
学
習
意
欲
を
喚
起
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

教
科
学
習
で
得
た
知
識
を
実
社
会
に
お
け
る
問
題
発

見
と
解
決
に
活
か
す
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
を
推
進
す
る

た
め
、
各
校
で
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
要
素
を
取
り
入

れ
た
探
究
型
学
習
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。
情
報
教

育
に
関
し
て
は
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
全
て
の
高
校

生
が
必
修
科
目「
情
報
Ⅰ
」で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学

ぶ
よ
う
に
な
る
こ
と
は
評
価
出
来
る
。
そ
の
う
え
で
、

情
報
科
を
真
剣
に
学
ん
だ
高
校
生
が
正
当
に
評
価
さ

れ
る
た
め
に
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
科
目
に

「
情
報
Ⅰ
」を
導
入
す
る
こ
と
や
、情
報
科
を
専
門
的

に
指
導
出
来
る
教
員
の
養
成
、
特
別
免
許
の
活
用
促

進
に
よ
る
社
会
人
採
用
の
拡
大
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
世
界
的
な
拡
大
に

よ
り
、
海
外
留
学
が
難
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
が
続
け
ば
、
内
向
き
志
向
の
マ
イ
ン
ド
が

醸
成
さ
れ
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

で
も
各
校
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で

海
外
の
学
校
と
の
国
際
交
流
を
図
る
な
ど
、
異
文
化

感
受
性
を
育
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
欠
か
せ
な
い

能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ス

ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
の
後
継
で

あ
る
Ｗ
Ｗ
Ｌ（W

orld W
ide Learning

）コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
や
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア（
Ｉ
Ｂ
）教
育
の
推
進
、

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
後
継
事
業
の

着
実
な
実
施
も
必
要
で
あ
る
。

学
校
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
・ 

デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
度
的
な
推
進

　

一
律
一
斉
形
式
の
授
業
とEdT

ech

を
活
用
し
た

個
別
最
適
学
習
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
授
業
が
展
開

副会長
教育・大学改革推進委員長
第一生命ホールディングス会長

渡
わたなべ

邉 光
こういちろう

一郎

教育・大学改革推進委員長
アサヒグループホール
ディングス社長

小
こうじ

路 明
あきよし

善

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を

重
視
し
た
初
等
中
等
教
育
の
実
現
を
提
言

─Society 5.0
に
向
け
て
求
め
ら
れ
る
初
等
中
等
教
育
改
革 

第
二
次
提
言
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さ
れ
る
次
世
代
の
学
校
を
実
現
す
る
に
は
、
全
国
の

自
治
体
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
着
実

な
実
施
や
、
国
費
投
入
に
よ
る
高
校
生
₁
人
₁
台
端

末
環
境
の
整
備
、
遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
実
施

を
阻
害
す
る
規
制
の
見
直
し
、
良
質
な
デ
ジ
タ
ル
副

教
材
・
学
習
用
ア
プ
リ
の
普
及
に
向
け
た
措
置
な
ど

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、Society 5.0

に
欠
か
せ
な

い
情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
う
え
で
、
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
が
学
校
の
授
業
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
普
及
に
向
け
て
、
紙
の
教
科

書
に
代
わ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
主
た
る
教
材
と

位
置
付
け
、
移
行
期
を
経
て
こ
れ
に
完
全
移
行
す
る

こ
と
や
、
動
画
・
音
声
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用

出
来
る
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
普
及
を
前
提
に
教
科
書

検
定
制
度
を
見
直
す
こ
と
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
無

償
給
与
の
対
象
と
す
る
こ
と
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を

用
い
る
授
業
時
数
の
制
限
撤
廃
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

の
臨
時
休
業
が
、
児
童
生
徒
の
家
庭
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
差
を
通
じ
て
教
育
格
差
の
拡
大
に
繋
が
っ
た
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
貧
困
を
理
由

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
家
庭
に
対
す
る
モ

バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
・
端
末
の
無
償
貸
与
等
の
教
育
費

用
補
助
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
少
人
数
学

級
とEdT

ech

を
活
用
し
た
個
別
最
適
学
習
が
実
現

す
れ
ば
、
習
熟
度
が
低
い
児
童
生
徒
へ
の
き
め
細
か

い
指
導
が
可
能
と
な
り
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
児

童
生
徒
が
低
学
力
か
ら
脱
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
と

期
待
さ
れ
る
。

教
員
の
養
成
と

外
部
人
材
の
活
用

　

教
員
に
は
、
今
後
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）」
に
お
い
て
児

童
生
徒
が
能
動
的
に
学
ぶ
よ
う
に
促
す
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
やICT

・EdT
ech

を
活
用
し
た
効

果
的
な
指
導
、
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
な
ど
が
求
め

ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
全
国
の
教
員
養
成
課
程
で
、

こ
れ
ら
を
学
ぶ
機
会
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
他

方
で
、
教
員
へ
の
過
重
な
負
担
を
防
ぐ
に
は
、
外
部

人
材
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
に
は
、

学
校
に
多
様
な
外
部
人
材
を
供
給
す
る
仕
組
み
の
構

築
が
求
め
ら
れ
る
。

　

経
団
連
は
、
あ
ら
ゆ
る
児
童
生
徒
が
取
り
残
さ
れ

な
い
教
育
とSociety 5.0

で
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成

に
向
け
て
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
加

速
度
的
な
推
進
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
の
実
現
に
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
所
存

で
あ
る
。

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
よ
る
授
業
改
善
お
よ
び

教
育
政
策
の
見
直
し

　

我
が
国
で
は
、
財
政
難
に
直
面
す
る
中
で
、
エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ
く
対
応
策
を
選
択
し
、
か
つ
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
政
策
効
果
を
検
証
す
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
学
校
や
教
育
委
員
会
は
産
学

と
の
連
携
の
も
と
で
、
先
進
的
で
優
れ
た
教
授
法
や

教
育
政
策
を
科
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
、
地
方
自
治

体
に
は
教
育
振
興
基
本
計
画
の
中
に
政
策
目
標
を
設

定
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
確
立
す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

外
国
人
児
童
生
徒
な
ど
に
対
す
る

学
び
の
保
障

　

在
留
外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、
外
国
人
の
子
ど
も

な
ど
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
数
が
全
国
で

₅
万
人
を
超
え
、
10
年
前
の
₁
・
₅
倍
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
、
公
立
学
校
で
日
本
語
支
援
を
受

け
ら
れ
て
い
な
い
子
ど
も
が
約
₁
・
₁
万
人
も
い
る

こ
と
か
ら
、
日
本
語
を
指
導
す
る
教
員
な
ど
の
確
保

が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
不
就
学
の
可
能
性
の
あ

る
外
国
人
の
子
ど
も
が
約
２
万
人
い
る
と
さ
れ
る
状

況
を
改
善
す
る
に
は
、
地
方
自
治
体
が
、
外
国
人
の

子
女
の
就
学
状
況
を
把
握
し
就
学
を
支
援
す
る
こ
と

や
、
地
域
団
体
や
地
元
企
業
と
の
連
携
の
も
と
、
学

校
に
関
す
る
情
報
を
外
国
人
家
庭
に
提
供
す
る
こ
と

な
ど
が
重
要
で
あ
る
。

教
育
格
差
の
是
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
学
校

図表　 Society 5.0に向けて求められる
初等中等教育の視点

（１） Society 5.0で活躍する人材に
求められる能力の育成

● Society 5.0の担い手である子どもたちが新たな価
値を創造する能力を身につけられるように、初等中
等教育の各段階で能力の育成に取り組むことが必要

（２） 学びのデジタルトランス
フォーメーション（DX)

● デジタル技術、データの活用によって児童生徒の
習熟度に応じた個別最適学習を実践し、効果的・
効率的な学びを実現

（３） ダイバーシティ＆インクルージョン

● 誰もが平等に受けられる「誰一人取り残さない」
教育の実現
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